
【正答：1】

【正答：1】



【正答：4】
図 1のように電流 I1〔A〕、電流 I2〔A〕が右回りに流れているとする。
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図1
I1ループでは次式が成り立つ。

20－24＝3I1＋18（I1－I2） ……①
式①を整理すると、

－4＝21I1－18I2 ……②
I2ループでは次式が成り立つ。

24＝18（I2－I1）＋6I2 ……③
式③を整理すると、

24＝－18I1＋24I2 ……④
式②より、

I1＝ 18I2－4 ……⑤
21

式⑤を式④に代入すると、

24＝（－18）× 18I2－4＋24I2＝－
108 I2＋ 24＋24I2＝－

108 I2＋ 24 ＋ 168 I2＝ 60 I2＋ 24 ……⑥
21 7 7 7 7 7 7 7

式⑥より、
60 I2＝24－ 24 ＝ 168－24＝ 144
7 7 7 7

144
7∴I2＝ ＝ 144＝2.4〔A〕

60
7

60

よって、6〔Ω〕の両端の電圧は、6×2.4＝14.4〔V〕

【正答：5】
回路のインピーダンスの大きさ Z〔Ω〕は、抵抗R＝24〔Ω〕、コイルのリアクタンス XL＝32〔Ω〕、コンデンサのリアクタンス XC＝14〔Ω〕であ
るので、

Z＝ R2＋（XL－XC）2＝ 242＋（32－14）2＝ 242＋182＝ 576＋324＝ 900＝30〔Ω〕
よって、回路を流れる電流の大きさ I〔A〕は、

I＝ 114＝ 114＝3.8〔A〕Z 30

新問題



【正答：2】

【正答：2】
電力利得 21〔dB〕の真数を Aとすると、

21＝10 log10A ……①
式①の両辺を 10で割ると、

2.1＝log10A ……②
式②より、

A＝102.1＝（100.3）7＝27＝128 ……③

入力電力を pi〔W〕、出力電力を po〔W〕とすると、A＝ po なので、pi

pi＝
po＝ 0.8＝0.00625〔W〕＝6.25〔mW〕A 128

※ log102＝0.3　より　100.3＝2

【正答：5】
負帰還増幅回路の増幅率Afは、帰還をかけないときの電圧増幅度を A、帰還率をβとすると、

Af＝
A ……①

1＋Aβ
式①に、A＝120、β＝0.2を代入すると、

Af＝
A ＝ 120 ＝ 120 ＝ 120＝4.8

1＋Aβ 1＋120×0.2 1＋24 25



【正答：5】

【正答：3】

【正答：3】
雑音指数（真数）をF、等価雑音帯域幅をB〔Hz〕、周囲温度（絶対温度）をT〔K〕、ボルツマン定数をk〔 J/K〕とすると、等価雑音電力Ni〔W〕は、

Ni＝kTBF ……①
雑音指数 6〔dB〕の真数Fを求める。

6＝10 log10F ……②
式②の両辺を 10で割ると、

0.6＝log10F ……③
式③より、

F＝100.6＝（100.3）2＝22＝4

※ log102＝0.3　より　100.3＝2
周囲温度〔℃〕を絶対温度T〔K〕に変換すると、

T＝17＋273＝290〔K〕
k＝1.38×10－23〔 J/K〕、T＝290〔K〕、B＝10×106〔Hz〕、F＝4を式①に代入すると、

Ni＝kTBF＝1.38×10－23×290×10×106×4≒1.6×10－13〔W〕



【正答：2】
2周波中継方式は、各中継所の受信周波数、送信周波数が同じなので、 f 1＝ f 6＝ f 3＝ f 8及び f 5＝ f 2＝ f 7＝ f 4が成立する。
※オーバーリーチ干渉は、同じ周波数の基地局が近くにあるとき発生する干渉をいう。

【正答：1】

【正答：4】

新問題



【正答：4】

【正答：5】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
５　最小探知距離は、主としてパルス幅に比例し、パルス幅をτ〔μs〕とすれば、約 150τ〔m〕である。

【正答：3】

【正答：2】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
２　実効長は、λ/π〔m〕である。

新問題



【正答：1】

【正答：5】

【正答：4】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
４　原理的に、放射素子として垂直半波長ダイポールアンテナを垂直方向に一直線上に等間隔に多段接続した構造のアンテナであり、隣り合
う各放射素子を互いに同振幅、同位相の電流で励振する。



【正答：2】

【正答：1】
自由空間基本伝送損失Γ0（真数）は、送受信アンテナ間の距離を d〔m〕、電波の波長をλ〔m〕とすると、

Γ0＝（4πd）2 ……①λ
12〔GHz〕の電波の波長λ〔m〕は、

λ＝ c ＝ 3×108
＝ 1〔m〕f 12×109 40

d＝8×103〔m〕、λ＝ 1〔m〕を式①に代入すると、
40

Γ0＝（4πd）2＝（4×8×103）2×π2＝（4×8×40×103）2×10＝（128×104）2×10λ 1
40

＝（27×104）2×10＝214×109

Γ0を dB表示すると、
10 log10（214×109）＝10（log10214＋log10109）＝10（14 log102＋9 log1010）＝10（14×0.3＋9×1）＝132〔dB〕

※ 128＝27

【正答：3】
誤っている選択肢を正しくすると以下の通り。
３　電圧測定において、アナログ方式のテスタ（回路計）に比べて入力インピーダンスが高く、被測定物に接続したときの被測定量の変動が小
さい。



【正答：4】



【正答：2】

【正答：2】



【正答：4】

【正答：3】

【正答：1】



【正答：3】

【正答：1】



【正答：1】

【正答：3】

【正答：2】



【正答：4】

【正答：4】


